





































































































































































































und Briefe）として出版され 1980 年代以降に順次再版されていた（全 11 巻）
が、そのうち書簡約 500 通などを所収したものが『著作集』第 10 巻及び 11
巻となる『書簡集』（全 2 巻）（24）である。加えて、2013 年には、初版の時
点では見つかっていなかった書簡 345 通を所収した『拾遺集』（Nachgelassene 



















































































































（ 1 ） 『ハレ年報』の正式名称は、Hallische Jahrbücher für deutsche Wissenschaft und 
Kunst『ドイツの学問と芸術のためのハレ年報』。ハレ大学の同僚テオドール・
エヒターマイヤーとともにハレで編集、ライプツィヒのオットー・ヴィーガ
ント社から日曜日を除く週 6 日発行。1841 年 3 月 11 日、プロイセン領ハレで
印刷を行わなければ発禁にする旨の勅令が出され、ルーゲは、本拠地をザク
セン領ドレスデンに移して『ドイツ年報』（正式名称は Deutsche Jahrbücher für 
Wissenschaft und Kunst『学問と芸術のためのドイツ年報』）と改称。
（ 2 ） 的場昭弘「ルーゲとフランス―ヘーゲル左派と独仏関係」石塚正英編『ヘーゲ
ル左派　思想・運動・歴史』法政大学出版局、1992 年、129 ページ。
（ 3 ） 田中治男「A.ルーゲとその時代―1840年代における政治的急進主義の形成（1）―」
『思想』第 5 号、1974 年、80 ページ。
（ 4 ） 寿福真美『批判的理性の社会哲学　カント学派とヘーゲル学派』法政大学出版局、
160（12）
1996 年、203 ページ。
（ 5 ） 同上、204 ページ。
（ 6 ） 柴田隆行「フォイエルバッハの実践⑴―ルーゲとの往復書簡から見えるもの」『季
報唯物論研究』第 128 号、大阪唯物論研究会哲学部会、2014 年、127 ページ。
（ 7 ） この点に関し、近田錠二氏は、「海外のルーゲ研究はこれまで、1930 年代に公
刊されたルーゲを手厳しく批判する H. ローゼンベルクの論文と W. ネーアの包
括的なルーゲ伝に代表され」と指摘している。（近田錠二「アーノルト・ルー
ゲ研究の基本視座―東西ドイツにおける最近のルーゲ研究に寄せて―」『経済
科学』第 31 巻第 1 号、名古屋大学、1983 年、82 ページ参照。）
（ 8 ） 的場昭弘「ルーゲとフランス―ヘーゲル左派と独仏関係」石塚正英編『ヘーゲ
ル左派　思想・運動・歴史』法政大学出版局、1992 年、130 ページ。
（ 9 ） 田村伊知朗「フランクフルト国民議会とヘーゲル左派―カール・ナウヴェルク
の思想と行動を中心として」的場昭弘、高草木光一編『一八四八年革命の射程』、
御茶の水書房、1998 年、218 ページ。このほか、1848 年革命に関するいくつか
の研究論文においてルーゲの名が記載されているものの、フランクフルト国民
議会におけるルーゲの動きについては、ほとんど言及されていない。
（10） Warren Breckman, Marx, the Young Hegelians, and the Origins of Radical Social 
Theory: Dethroning the Self, Cambridge University Press, 1998, pp.221-222.
（11） 山本啓「三月前期とヘーゲル、ルーゲの国家観」『現代思想　臨時増刊　ヘー
ゲル総特集』、1978 年、410 ページ。
（12） Arnold Ruge, Briefwechsel und Tagebuchblätter aus den Jahren 1848-1880,Werke und 
Briefe, Bd.11, Neudruck der Ausgabe Berlin 1886, Aalen, 1985, S.117-120.
（13） Arnold Ruge, Nachgelassene Briefe 1832-1880, Werke und Briefe, Bd.12, Aalen, 2013, 
S.333-334.










る教会論争の視点から」『史学』第 85 号、三田史学会、2015 年。
Ａ .ルーゲ研究の射程とその空白を考える
161（13）
（24） ルーゲ書簡集のうち、1985 年に再版された『書簡集』第 1 巻は 2017 年にも再々
版されている。当該再々版に当たっての序文等はないことから、その経緯は不
明だが、2017 年版は 1985 年版をそのままリプリントしたものであり、今後、『書
簡集』第 2 巻も再々版されるものと期待される。
（25） 長縄光男『ゲルツェンと 1848 年革命の人びと』平凡社、2015 年、168 ページ。
（26） 同上、18 ページ。
（27） 的場昭弘『カール・マルクス入門』作品社、2018 年、296 ページ。
（28） Arnold Ruge, Briefwechsel und Tagebuchblätter aus den Jahren 1848-1880,Werke und 





Studies of Arnold Ruge and their lacunae
YAMAMOTO Ai
How should the German thinker and journalist Arnold Ruge (1802–1880) 
be evaluated as a historical figure? During the first half of his career, Ruge was 
known as a central figure of the Hegel left and a critic of Prussia. However, little 
research has accounted for the latter half of his work, although it is known that he 
reconsidered and became a supporter of Prussian Prime Minister Otto von Bismarck 
on the outbreak of the Austro-Prussian War (1866).
 The conventional understanding of Ruge does not provide sufficient 
background to understand why the prominent critic of Prussia came to support 
Bismarck and Prussia later on in life.
 I elucidate how conventional Ruge study depends on his critical 
evaluation of Marx. One purpose of this study is to indicate out the lacunae in the 
understanding of Ruge and his change in relation to the results of recent study. In 
this context, it should be noted that a discussion of Ruge’ s support for Bismarck 
is available in the recent work Nachgelassene Briefe 1832–1880 (2013) and An die 
deutsche Nation. Manifest (1866), which are necessary to evoke of a significant 
perspective on nationalism in the life of Ruge.
